
「お金にならないが、やらねばならないことがある…」

（ 「 」 （ ）、 「 」恩師の元院長の近藤文雄先生 雑学 の随想等関係 Ⅰ 辞職挨拶HP BN 2002. 4.2.

：参照）が４０年程前に故郷に帰り、医院の仕事の傍らボランテｨアグル－プ「太陽と緑

の会」を創立し、後に障害者の通所作業所に発展した の機関誌「わから版（２ にNPO P

貼付：抜粋 」が届いた。）

その中に、近藤先生の言葉と 「夜明け前の子どもたち」等の福祉ドキュメンタリ－長、

編映画の巨匠であった柳澤寿男監督の言葉に触れた文章があった。

近藤先生の言葉は「自然なこころの発露」であったが、就職間もない頃に先生から教え

ていただいた「惻隠の情（ 「雑学」のマスコミ等コメント関係（Ⅳ） 「人がHP 2007.10.09.

本来持っている『惻隠の情 ）と通じる先生の言葉だなあと感慨深く目にした。』」

柳澤監督（ 「雑学 」の福祉・教育・医療関係（Ⅱ 、 「 働く』とは、どHP BN 2003. 6. 2.） 『

ういうことか？ ：参照）の言葉は 「お金にならないが、やらなければならないことが」 、

この世にいろいろある…。貧乏してもやらなければならないことが、この世にある… 」。

であった。

筋ジストロフィ－を対象とした ぼくの中の夜と朝 の映画作りの折に 監督から 文「 」 、 「『

明の発達』とは、どう考えるか？」と問われたが、応えられなかった。

その頃は、人類を月に送り始めた時代。

月に人類が行けるような科学技術の進歩の世の到来を『文明の発達』というのでなく、

「自らの責任でないのに生きることに不平等、不公平、不自由を被っている人々から、社

会の責任でそれらを取り除いていく世を作り上げることこそ『文明の発達』と云うべき。

そのためにも一人一人の心に精神革命（価値観の変容）を呼び起こすぐらいの気概で仕

事するように！」と教えられた。

それだけに 「お金にならないが、やらなければならないことがこの世にいろいろある、

… 」と云う言葉が、３０数年を越えてもずしりと響いてくる。。

、 、今更ながら お二人から自分の精神構造に多大の影響を受けていることに改めて気づき

少々現状に甘んじている今の自分を叱責されているように思え、改めてお二人の言葉に接

し、緊張からか身震いする。

追伸：

「太陽と緑の会」の は、 「雑学 」のリンク関係（Ⅰ）に掲載・リンクしていHP HP BN

ます。

この には、地元新聞に連載された近藤先生のエッセイ集の掲載コ－ナ－もありますHP

ので、ご覧ください。

（ ）阿部幸泰 年 月 日 記2009 3 13






